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江戸は徹底したリサイクル社会でし
た。屑屋は当時貴重だった紙を再利
用するために、家庭で不要になった反
古紙（ほごし）などを買い集めて、古紙
問屋に売るという職業でした。 
他にも、質屋、古着屋はもちろん、古
傘買い、古樽買いなど、生活必需品
は壊れたら直して徹底的に使い倒す
のがあたりまえでした。 

また、灰を集めて肥料にする灰買いや溶けたろうそくを集め
て再びろうそくを作るろうそくの流れ買いなどの職業が成り
立つくらい、リサイクルの習慣があったのです。

浪人浪人浪人浪人のおしごとのおしごとのおしごとのおしごと事情事情事情事情

浪人とは、大名などに仕官していない
武士のこと。 
俸禄を得られない彼らは、時代劇で
傘張りの内職をしていることもありま
すが、実際もさまざまな仕事をしてい
たようです。 
武芸に達者な者は、道場経営や大店
の用心棒となることも多かったとか。

また、武士は幼少期から学問を学ぶのが常識だったので、
町民や農民に学問を教える寺子屋を経営することもありまし
た。 
平賀源内や松尾芭蕉など、文芸や学術の分野で活躍してい
た人たちの中には、元浪人だった人もいました。
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古典落語古典落語古典落語古典落語のののの中中中中にはにはにはには港港港港区区区区をををを舞台舞台舞台舞台としたとしたとしたとした噺噺噺噺がががが数数数数多多多多くありますくありますくありますくあります。。。。 

さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな落語落語落語落語のののの世界世界世界世界をををを通通通通じてじてじてじて、、、、江江江江戸戸戸戸からからからから続続続続くくくく港港港港区区区区のののの歴歴歴歴史史史史とととと今今今今をををを訪訪訪訪ねてみましょうねてみましょうねてみましょうねてみましょう。。。。

落語落語落語落語「「「「井井井井戸戸戸戸のののの茶碗茶碗茶碗茶碗」」」」あらすじあらすじあらすじあらすじ

―― 麻布谷町に住む屑屋の清兵衛は、「正直清兵衛」と呼ばれるくらい、正直で一本気な人物だった。 
ある日、西應寺前の裏長屋に住んでいた浪人、千代田卜斎（ぼくさい）から仏像を200文で買わされてしまう。それを荷物の
上に乗せて白金の細川家の近くを通ると、家来の高木佐太夫からその仏像が欲しいと声をかけられる。 
清兵衛が200文でいいというのを300文で買った佐太夫が仏像を磨いていると、台座がはがれ、中から小判50両が出てきた。
佐太夫は驚いて清兵衛のところへ行き、この仏像を持ち主に返せという。 
清兵衛が卜斎の家へ返しに行くと、卜斎はいったん手放したものだからと受け取らない。清兵衛がそこを何とかと頼むと「ぐ
ずぐずすると手打ちにするぞ」と怒りだした。 
仕方なく佐太夫のところへ戻ると、佐太夫も佐太夫で受け取りを拒否する。そこで家主が間に入り、卜斎に20両、佐太夫に20
両、清兵衛に10両とうまく分けてやっとおさまった。 
卜斎は佐太夫にお礼として、茶渋で真っ黒になった茶碗を渡した。佐太夫が細川の殿様に見せると、この茶碗が「井戸の茶
碗」という名器だったため、殿様は100両で買い上げた。 
佐太夫はまた清兵衛に、100両を卜斎のところへ持っていけという。これも家主のとりなしで50両ずつ半々に分けて落ち着い
た。 
卜斎は清兵衛に「ふつつかながら、佐太夫様に娘を嫁に差し上げたい。屑屋、橋渡しをしてくれまいか。娘はあれでも磨けば
美しくなる」 という。そこで清兵衛、あわてて一言。 
「いや、磨いてはいけません。磨くとまた騒ぎが起こります」
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佐太夫が仕えていた細川家は、肥後熊本藩細川家であ
ったと考えられます。 
現在の高輪支所、旧高松宮邸（高輪皇族邸）、港区立高
松中学校周辺一帯は、かつて細川家の下屋敷でした。 
下の写真のシイは旧細川邸内にあったもので、樹高 
10.8m、幹周り8.13mの巨木として都の指定天然記念物に
認定されています。 
旧細川邸は、1703年の赤穂事件で大石内蔵助ほか、17
人が切腹を命ぜられた場所でもあります。

 

 

屑屋の清兵衛が暮らしていた麻布谷町
は、現在の六本木1・2丁目と赤坂2丁目
の一部辺りにありました。 
その名が消滅したのは1967年のこと。
首都高速で町が分断され、ビルの建設
が相次ぎ、町の様相も一変しました。 
かつてはどこへ行くにも坂か石段を登ら
なければならない、町名通りの町でした
が、今はすっかり削り取られて、ビルと
ビルの間の町、「ビルの谷町」に変貌し
たのです。 
住所としてはなくなってしまいましたが、
意外なところに残っています。首都高速
3号渋谷線と都心環状線の合流地点
は、「谷町ジャンクション」と名付けられ、
谷町だった場所の上にあるのです。

かつて浪人、千代田卜斎が住んでいた
西應寺前は、現在の芝にある西應寺付
近です。 
西應寺は、光蓮社照誉明寶上人が開山
し、1300年代に創建されました。 
幕末には、開国に向けてオランダ公使
の宿館（オランダ大使館の前身）となり
ましたが、1867年の薩摩藩邸襲撃事件
や太平洋戦争の際に全焼。 
再建された西應寺には、幼稚園が併設
されています。 
門には「最初のオランダ公使宿館跡」の
碑と解説板が設置されています。

監修：芝落語会会長 西田高光 参考文献：『増補 落語事典』東大落語会編／青蛙房、『まち探訪ガイドブック』俵元昭監修／港区産業・地域振興

支援部、『競作かわら版 落語と江戸風俗』つだかつみ・中沢正人著／教育出版、『面白いほどよくわかる江戸時代』山本博文監修／日本文芸社

井戸の茶碗（井戸茶碗）は高麗茶碗の一種で、名前の由来は諸説あり定かはありませんが、素朴な風合いがあり、
多くの茶人に愛された最高級の茶碗です。 
国宝に指定されている井戸茶碗もあります。
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